
アカマツラミナの節の除去について

【
は
じ
め
に
】

本
県
の
ア
カ
マ
ツ
人
工
林
の
資
源
は
、

充
実
し
つ
つ
あ
り
、
今
後
、
本
格
的
な
利

用
期
を
迎
え
ま
す
。
現
在
、
ア
カ
マ
ツ
の

多
く
は
、
合
板
や
製
紙
用
木
材
チ
ッ
プ
に

利
用
さ
れ
て
お
り
、
製
材
へ
の
利
用
は
少

な
い
状
況
で
す
。

ア
カ
マ
ツ
の
製
材
利
用
を
拡
大
す
る
た

め
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
へ
の

利
用
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ
と
は
、

Cross Lam
inated T

im
ber

の
略
称
で
、

直
交
集
成
板
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｌ

Ｔ
は
、
図
１
の
よ
う
に
丸
太
か
ら
製
材
さ

れ
た
ラ
ミ
ナ
（
挽
き
板
）
を
並
べ
、
繊
維

方
向
が
直
交
す
る
よ
う
に
積
層
接
着
し
た

重
厚
な
パ
ネ
ル
で
あ
り
、
す
で
に
欧
米
を

中
心
に
中
高
層
建
築
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
国
内
に
お
け
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
普
及
は
、

新
た
な
木
材
需
要
の
創
出
や
、
林
業
・
木

材
産
業
の
振
興
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待

さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ラ
ミ
ナ

の
強
度
特
性
の
把
握
や
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
試
作

及
び
そ
の
強
度
性
能
評
価
の
実
施
な
ど
ア

カ
マ
ツ
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
利
用
に
向
け
た
研
究
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
ア
カ
マ
ツ
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
製
造
す

る
際
、
ラ＊
１

ミ
ナ
の
利
用
率
に
影
響
す
る
節

の
除
去
に
つ
い
て
、
調
査
し
た
結
果
を
紹

介
し
ま
す
。

【
ア
カ
マ
ツ
の
節
】

ア
カ
マ
ツ
の
枝
は
幹
に
輪
生
す
る
た
め
、

製
材
す
る
と
節
は
写
真
１
の
よ
う
に
材
の

一
カ
所
に
集
中
し
て
出
現
し
ま
す
。
輪
生

節
は
、
木
材
の
繊
維
の
流
れ
を
乱
し
強
度

の
低
下
を
招
く
欠
点
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

【
欠
点
︵
節
︶
の
除
去
】

直
交
集
成
板
の
日
本
農
林
規
格
（
以
下
、

Ｊ
Ａ
Ｓ
と
い
う
）
に
基
づ
き
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
製

造
す
る
に
は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
基
準
を
超
過
す

る
節
を
除
去
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
節

を
除
去
す
る
と
、
ラ
ミ
ナ
の
延
長
が
短
く

な
り
、
利
用
率
の
低
下
に
影
響
し
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
県
産
ア
カ
マ

ツ
ラ
ミ
ナ
に
出
現
す
る
節
の
調
査
を
行
っ

た
結
果
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
に
準
拠
し
て
節
を
除
去

す
る
と
、
ラ
ミ
ナ
の
延
長
方
向
の
損
失
は
、

節
除
去
前
の
延
長
の
２
％
程
度
で
し
た
。

【
節
の
大
き
さ
の
変
化
】

図
１
に
示
す
と
お
り
、
節
を
除
去
し
た

ラ
ミ
ナ
は
縦
継
ぎ
さ
れ
、
所
定
の
寸
法
に

仕
上
げ
切
削
が
行
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

切
削
に
よ
り
ラ
ミ
ナ
の
材
面
に
出
現
す
る

節
の
大
き
さ
は
変
化
し
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
基
準
を

超
過
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

節
の
除
去
に
つ
い
て

ア
カ
マ
ツ
ラ
ミ
ナ
の

写真１　アカマツラミナの節

＊１）ラミナの利用率

ラミナの総延長－Ａ－Ｂラミナの利用率＝　　ラミナの総延長

Ａ：節除去で損失したラミナの延長
Ｂ： 仕上げ切削後にＪＡＳ基準を超過する

節を含むラミナの延長

〇製材
↓

〇乾燥
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↓
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↓

〇欠点除去（節、木口割れ等）
↓
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↓
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↓

〇圧締

〇切削：
材面をかんな掛けする工程

〇グレーディング：
ラミナを同程度の強度ごとに区分する
工程

〇縦継ぎ：
部材同士を長さ方向に継ぐ工程

ラミナの
製造工程

ラミナ
繊維方向

図１　ＣＬＴの製造工程
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アカマツラミナの節の除去について

そ
こ
で
、
ア
カ
マ
ツ
ラ
ミ
ナ
（
63
枚
）

の
仕
上
げ
切
削
の
前
後
に
、
節
の
大
き
さ

を
調
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
例
え
ば

木
裏
側
で
は
、
切
削
前
の
節
９
４
３
個
の

う
ち
、
仕
上
げ
切
削
に
よ
り
２
㎜
以
上
大

き
く
な
っ
た
節
は
２
３
５
個
（
24
％
）
で

し
た
（
図
２
）。

【
切
削
後
の
節
が
基
準
を
満
た
す
に
は
】

仕
上
げ
切
削
後
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
基
準
を
超
過

す
る
節
を
含
む
ラ
ミ
ナ
は
、
製
品
に
利
用

で
き
な
い
た
め
、
ラ
ミ
ナ
の
利
用
率
は
低

下
し
ま
す
。
仕
上
げ
切
削
後
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
基

準
を
超
過
す
る
節
の
出
現
を
抑
制
す
る
た

め
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
基
準
よ
り
も
小
さ
い
節
を
除

去
し
た
場
合
の
、
損
失
と
ラ
ミ
ナ
の
利
用

率
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
図
３
の
と
お
り
、
Ｊ
Ａ
Ｓ

基
準
よ
り
厳
し
い
節
除
去
基
準
20
％
で
節

を
除
去
す
る
場
合
、
ラ
ミ
ナ
の
延
長
方
向

の
損
失
は
５
％
程
度
と
試
算
さ
れ
、
Ｊ
Ａ

Ｓ
基
準
に
準
拠
し
た
場
合
よ
り
も
増
加
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
切
削
後
に
Ｊ
Ａ
Ｓ
基

準
を
超
過
す
る
節
の
出
現
は
抑
制
さ
れ
、

ラ
ミ
ナ
の
利
用
率
は
10
％
程
度
向
上
す
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
（
図
４
）。

【
お
わ
り
に
】

今
回
の
調
査
結
果
で
は
、
ア
カ
マ
ツ
ラ

ミ
ナ
を
用
い
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
作
成
す
る
際
、
材

面
に
出
現
す
る
節
は
仕
上
げ
切
削
に
よ
り
、

そ
の
大
き
さ
は
変
化
し
、
出
現
す
る
節
の

２
割
以
上
が
切
削
前
よ
り
大
き
く
な
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
仕
上
げ
切

削
後
の
ラ
ミ
ナ
に
Ｊ
Ａ
Ｓ
基
準
を
超
過
す

る
節
が
出
現
す
る
と
、
利
用
で
き
る
ラ
ミ

ナ
の
枚
数
が
減
少
し
、
ラ
ミ
ナ
の
利
用
率

が
低
下
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

こ
の
対
策
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
基
準
よ
り

厳
し
い
節
除
去
基
準
を
設
け
て
節
を
除
去

す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
方
法

を
用
い
る
と
、
除
去
す
る
節
は
増
加
し
ま

す
が
、
仕
上
げ
切
削
後
に
Ｊ
Ａ
Ｓ
基
準
を

超
過
す
る
節
の
出
現
を
抑
制
し
、
ラ
ミ
ナ

の
利
用
率
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
方
法
で
は
除
去
す
る
節

の
増
加
に
よ
り
、
ラ
ミ
ナ
を
切
断
す
る
回

数
が
増
加
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
効

率
の
良
い
ラ
ミ
ナ
の
製
造
方
法
は
、
各
事

業
体
の
設
備
や
、
置
か
れ
て
い
る
条
件

に
よ
り
異
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
事
業
体
か
ら
の

要
望
が
あ
れ
ば
、
技
術
支
援
等
を
実
施
し

ま
す
。

林
業
技
術
セ
ン
タ
ー　

研
究
部伊
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図２　仕上げ切削後の節の大きさの変化（木裏側を２㎜切削した場合）

図３　�節除去基準と節除去によるラミナの延長方
向の損失の関係
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0

1

2

3

4

5

6

33% 29% 25% 20%節
除

去
に
よ
る
ラ
ミ
ナ
の

損
失

（
％
）

節除去基準*３

ラミナ*２63枚

ＣＬＴの
ＪＡＳ基準

基準よりも小さい節

0

20

40

60

80

100

33% 29% 25% 20%

ラ
ミ
ナ
の

利
用

率
（
％

）

節除去基準*３

ＣＬＴの
ＪＡＳ基準

基準よりも小さい節

ラミナ*２63枚

図４　節除去基準とラミナの利用率の関係
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